
KANAGAWA

～支えあう 住みよい社会 地域から～

神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」
神奈川県民児協設立50周年神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」

①令和５年度受章（賞）者紹介
②民生委員をやってよかった！
～小田原市民児協の取り組み紹介～

③日常のちょっとした困りごとをサポート
～あいちゃんサービスの紹介～

●通信員だより（三浦市・大磯町・松田町）

特
　
集

　神奈川県唯一の村である清川村の民生委員・児童
委員は、今回の一斉改選で１０人のうち６人が退任し、
５人の皆さんが新任として加わりました。
　毎月の定例会では、村民児協として行う事業や、関
係団体からの依頼への対応など、会の運営に関するこ
とをアットホームな雰囲気で話し合っています。
　この１年間は、グループホームや担当する地域の高
齢者宅などへの訪問、地域包括支援センターや社会

福祉協議会との情報交換のほか、障がい者の就労継
続支援事業所に視察研修に行き、識見の向上につな
がる活動をしてきました。
　活躍できる委員への道はまだまだ時間がかかりま
す。まずは住民の皆さんに顔を覚えていただき、誰から
も親しまれる委員になることを目指した活動を続けて
いきます。

（清川村民生委員児童委員協議会）

誰からも親しまれる委員を目指して…まなざし…
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◇
春
の
叙
勲
（
4
月
29
日
付
）

〈
瑞
宝
単
光
章
〉（
３
名
）

﹇
横
須
賀
市
﹈
佐
野
美
智
子

﹇
秦
野
市
﹈
熊
澤
道
子

﹇
大
和
市
﹈
細
井
和
子

◇
秋
の
叙
勲
（
11
月
3
日
付
）

〈
瑞
宝
単
光
章
〉（
２
名
）

﹇
平
塚
市
﹈
北
村
公
秀

﹇
箱
根
町
﹈
山
本
房
子

◇
春
の
褒
章
（
4
月
29
日
付
）

〈
藍
綬
褒
章
〉（
１
名
）

﹇
茅
ヶ
崎
市
﹈
木
村
は
な
子

◇
秋
の
褒
章
（
11
月
3
日
付
）

〈
藍
綬
褒
章
〉（
１
名
）

﹇
湯
河
原
町
﹈
鎌
田
茂
之

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
15
日
付
）

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
〉（
６
名
）

﹇
横
須
賀
市
﹈
林
美
佐
子　
玉
泉
隆
治

﹇
藤
沢
市
﹈
石
井
康
子

﹇
逗
子
市
﹈
坂
口
敏
子

﹇
大
井
町
﹈
寺
下
か
つ
子

﹇
箱
根
町
﹈
村
上
ち
ず
子

〈
共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
〉（
１
団
体
）

横
須
賀
市
上
町
第
２
地
区
民
児
協

〈
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者
〉（
１
名
）

﹇
小
田
原
市
﹈
岩
田
隆
一

◇
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰（
１
月
５
日
付
）

（
３
名
）

﹇
藤
沢
市
﹈
五
十
嵐
弘
枝

﹇
逗
子
市
﹈
髙
岡
芙
美
子

﹇
秦
野
市
﹈
山
﨑
文
子

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰（
11
月
15
日
付
）

（
８
名
）

﹇
横
須
賀
市
﹈
松
本
加
代
子

﹇
平
塚
市
﹈
小
原
公
一

﹇
鎌
倉
市
﹈
尾
島
珠
世

﹇
藤
沢
市
﹈
山
崎
た
か
子

﹇
小
田
原
市
﹈
山
室
秀
子

﹇
茅
ヶ
崎
市
﹈
鈴
木
志
津
江

﹇
厚
木
市
﹈
永
井
明

﹇
大
和
市
﹈
菊
地
美
智
子

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰（
11
月
21
日
付
）

〈
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
〉

（
２
単
位
民
児
協
）

藤
沢
市
湘
南
大
庭
地
区
民
児
協

座
間
市
第
四
地
区
民
児
協

〈
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
〉

（
１
名
）

﹇
藤
沢
市
﹈
三
觜
壽
則

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰
〉

（
19
名
）

﹇
横
須
賀
市
﹈
大
久
保
久
子　
佐
久
間
明

﹇
平
塚
市
﹈
梶
山
富
子

﹇
鎌
倉
市
﹈
尾
島
珠
世　
新
海
ひ
ろ
子

角
田
孝
子

﹇
藤
沢
市
﹈
五
十
嵐
弘
枝　
石
澤
仁
子　
　

井
上
明
美　
大
滝
志
津
子　
大
山
睦
子

近
藤
眞
由
美　
塩
山
千
枝
子　
難
波
典
子　

眞
壁
初
枝　
森
も
と
江　
山
崎
た
か
子

﹇
秦
野
市
﹈
藤
本
き
よ
み

﹇
大
和
市
﹈
保
田
穎
子

〈
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
〉

（
25
名
）

﹇
横
須
賀
市
﹈
梅
原
恵
子　
近
藤
厚
子

杉
本
秀
子　
藤
澤
浩
子

﹇
平
塚
市
﹈
五
十
嵐
都　
小
原
住
子

﹇
鎌
倉
市
﹈
塩
田
み
ど
り　
武
井
み
ど
り

﹇
藤
沢
市
﹈
桜
本
和
枝　
竹
下
美
和
子

﹇
小
田
原
市
﹈
石
田
翠　
柴
田
千
賀
子　

清
藤
秀
子

﹇
逗
子
市
﹈
市
川
悟

﹇
大
和
市
﹈
平
本
美
智
子　
田
所
武
雄

前
畑
美
波　
棟
長
壽
雄　
渡
邊
隆
敏

﹇
伊
勢
原
市
﹈
綾
部
益
美　
山
口
百
合
子

﹇
座
間
市
﹈
小
松
田
千
枝
子

﹇
綾
瀬
市
﹈
今
井
悦
子　
宇
井
葉
子

◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
6
月
16
日
付
）

〈
社
会
福
祉
分
野
〉（
９
名
）

﹇
鎌
倉
市
﹈
角
田
孝
子

﹇
藤
沢
市
﹈
森
も
と
江

﹇
茅
ヶ
崎
市
﹈
藤
原
絹
代

﹇
三
浦
市
﹈
宇
田
川
敏
枝

﹇
大
和
市
﹈
力
武
美
也
子

﹇
海
老
名
市
﹈
千
葉
八
重
子

﹇
寒
川
町
﹈
森
井
順
子

﹇
大
井
町
﹈
寺
下
か
つ
子

﹇
箱
根
町
﹈
村
上
ち
ず
子

特集特集
令
和
５
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
・

褒
章
・
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
11
月
７
日
付
）

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰（
30
年
）〉

（
６
名
）

﹇
平
塚
市
﹈
今
井
弘
子

﹇
藤
沢
市
﹈
鈴
木
公
美
子　
末
吉
育
子

﹇
茅
ヶ
崎
市
﹈
木
下
操

﹇
秦
野
市
﹈
熊
澤
道
子

﹇
大
和
市
﹈
村
瀬
て
る
代

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰（
15
年
）〉

（
１
３
０
名
）

﹇
平
塚
市
﹈
今
井
洋
子　
岡
部
由
美
子　

藤
田
武　
天
羽
輝
彦　
松
本
ゆ
き
子

菊
池
一
夫　
鈴
木
幸
子　
小
原
公
一

長
谷
川
啓
子　
相
原
明
美　
諸
田
艶
子

長
岡
津
也
子　
熊
澤
美
智
子　
中
島
淑
子

金
子
香
代
子　
森
山
昭
夫　
川
島
辰
治

﹇
鎌
倉
市
﹈
津
村
留
美　
須
藤
冨
ゐ　

森
田
裕
美
子　
関
正
紀

﹇
藤
沢
市
﹈
鈴
木
明
世　
手
塚
明
美　

山
本
春
江　
髙
根
三
保
子　
外
川
久
美
子

森
井
賢
一　
井
口
今
朝
吉　
福
島
進

林
と
も
子　
松
本
眞
理
子　
松
田
晴
惠

杉
野
千
鶴
子　
長
田
五
十
鈴　
田
頭
悠
子

藤
本
冨
美
代　
能
勢
敏
之　
神
谷
佳
代
子　

山
口
博
子　
石
井
彩
子　
玉
腰
巳
佳

原
田
稔　
和
田
洋
治　
本
多
典
子

渡
真
利
康
子　
櫻
井
頼
子　
冨
田
耕

冨
田
三
知
代　
戸
板
博
子

﹇
小
田
原
市
﹈
池
田
法
枝　

山
崎
由
起
子　
井
上
奈
美
子　
山
田
信
子

川
向
由
起
子　
佐
藤
直
美　
秋
山
惠
美
子

田
邉
淳
子　
小
塩
千
惠　
大
川
紀
江

﹇
茅
ヶ
崎
市
﹈
三
橋
美
千
子　

小
川
三
枝
子　
岩
崎
孝
子　

久
保
田
昭
二　
北
村
佳
代
子　
佐
藤
典
子

菅
野
京
子　
髙
田
陽
子　
五
十
嵐
優
子

﹇
逗
子
市
﹈
鈴
木
昌
代

﹇
三
浦
市
﹈
野
沢
昌
子

﹇
秦
野
市
﹈
和
田
房
枝　
大
原
紀
子

石
川
義
雄　
北
村
均　
市
原
ち
か
子

中
村
次
義　
谷
昌
枝　
中
里
進
二　

﹇
厚
木
市
﹈
佐
藤
由
利
子　
重
田
春
美

小
本
寛
司　
曾
根
茂　
島
村
ま
さ
こ

﹇
大
和
市
﹈
中
丸
由
美
子　
関
口
好
枝　

宮
内
芳
枝　
吉
谷
和
美　
薄
田
哲
雄　

浅
田
紀
子　
峯
一
男　
服
部
ま
す
み

﹇
伊
勢
原
市
﹈
常
盤
政
子

﹇
海
老
名
市
﹈
守
屋
佐
千
子　

小
池
一
美　
石
垣
幸
子

﹇
座
間
市
﹈
古
宮
和
子　
千
田
幸
子　

鈴
木
八
千
代　
鈴
木
敬
司　
有
山
恵
子　

古
谷
育
代　

﹇
南
足
柄
市
﹈
加
藤
正
敏　
井
川
美
代
子

﹇
綾
瀬
市
﹈
伊
藤
寧
彦　
狐
塚
文
子

人
見
カ
ツ
子　
八
木
修
治

﹇
愛
川
町
﹈
甘
利
敦
子　
小
島
重
夫　

石
井
康
弘

﹇
寒
川
町
﹈
金
子
由
利
子　
小
西
悦
子　

前
田
久
子　
佐
和
橋
み
ど
り　
山
口
幸
子

﹇
大
磯
町
﹈　
山
田
操

﹇
二
宮
町
﹈　
西
山
千
鶴
子

﹇
大
井
町
﹈　
菅
谷
美
千
江　
浅
倉
初
江

﹇
箱
根
町
﹈
星
野
洋
子　
山
谷
洋
子　

小
林
徳
義　
市
川
毅　
佐
々
木
匡
子

﹇
真
鶴
町
﹈
相
磯
礼
子

﹇
湯
河
原
町
﹈
北
村
敦
子　
秋
山
こ
ず
枝

室
伏
由
美
子　
梅
原
紘
明　
鈴
木
き
よ
み

〈
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰（
個
人
）〉

（
１
名
）

﹇
藤
沢
市
﹈
森
も
と
江

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰（
11
月
７
日
付
）

【
会
長
感
謝（
在
職
20
年
以
上
）】（
９
名
）

﹇
横
須
賀
市
﹈
大
久
保
久
子

﹇
平
塚
市
﹈
梶
山
富
子

﹇
藤
沢
市
﹈
三
縄
み
ち
よ　
山
本
佐
衣
子

﹇
茅
ケ
崎
市
﹈
兼
藤
若
江

﹇
秦
野
市
﹈
中
志
陽
一　
藤
本
き
よ
み

﹇
大
和
市
﹈
保
田
穎
子

﹇
大
井
町
﹈
寺
下
か
つ
子

【
会
長
表
彰
（
在
職
10
年
以
上
）】（
17
名
）

﹇
横
須
賀
市
﹈
梅
原
恵
子　
近
藤
厚
子　

藤
澤
浩
子

﹇
平
塚
市
﹈
小
原
住
子

﹇
鎌
倉
市
﹈
村
上
史

﹇
小
田
原
市
﹈
石
田
翠　
押
田
道
子

川
井
朋
子

﹇
茅
ヶ
崎
市
﹈
河
村
京
子

﹇
逗
子
市
﹈
清
水
幸
代

﹇
秦
野
市
﹈
栗
原
和
子

﹇
大
和
市
﹈
近
藤　
子　
田
所
武
雄　

棟
長
壽
雄

﹇
伊
勢
原
市
﹈
山
口
百
合
子　

﹇
綾
瀬
市
﹈
今
井
悦
子

﹇
大
井
町
﹈
村
瀬
和
子

◇
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝

（
11
月
７
日
付
）

〈
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝（
個
人
）〉

（
７
名
）

﹇
平
塚
市
﹈
菅
原
勝
史　
小
玉
洋
忠

小
室
次
男　
山
﨑
正　
荒
木
學

﹇
小
田
原
市
﹈
小
林
美
由
紀　
石
塚
ミ
ド
リ

※
敬
称
略
。原
則
同
一
市
町
村
内
は
受
章（
賞
）

名
簿
順
に
掲
載
。
所
属
は
受
章（
賞
）当
時
の

も
の
。

※
受
章（
賞
）時
点
で
退
任
さ
れ
て
い
る
方
、

受
章（
賞
）後
に
退
任
さ
れ
た
方
を
含
む
。

近
藤
直
子
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民
生
委
員
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
！

小
田
原
市
民
児
協
が
取
り
組
む
民
生
委
員
の
魅
力
発
信
！

民
生
委
員
に
な
っ
た
か
ら
に
は「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
、民
児
協
と
し
て
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
活
動
継
続

の
た
め
に
は
重
要
と
な
り
ま
す
。本
紙
面
で
は
、小
田
原
市
民
児
協
が
取
り
組
む
Ｐ
Ｒ
活
動
の
紹
介
を
通
し
て
、改
め
て
、民
生
委

員
活
動
の
意
味
や
大
切
さ
、効
果
的
な
魅
力
発
信
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
発
足

　
昨
今
、「
民
生
委
員
は
大
変
だ
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
付
い
て
し
ま
っ
て

お
り
、そ
の
こ
と
ば
か
り
が
拡
散
さ
れ
、

候
補
者
の
と
こ
ろ
へ
話
に
行
っ
て
も
門

前
払
い
を
さ
れ
て
し
ま
い
、
な
り
手
確

保
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
良
く
聞
か
れ

ま
す
。

　
小
田
原
市
民
児
協
で
は
令
和
元
年
か

ら「
や
っ
て
よ
か
っ
た
運
動
」を
展
開

し
、そ
の
後
、市
の
広
報
や
市
民
講
座
、

看
護
学
校
講
座
、小
田
原
市
役
所
退
職

者
説
明
会
な
ど
で
民
生
委
員
の
紹
介
や

活
動
内
容
の
周
知
に
取
組
ん
で
い
ま
し

た
が
、欠
員
解
消
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
民

生
委
員
を
知
ら
な
い
人
」や「
民
生
委
員

に
な
る
か
悩
ん
で
い
る
人
」に
対
し
て
、

新
た
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
組
ん
で
い
く

「
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
は
、
市
内
26
単
位
民
児

協
の
中
か
ら
新
任
単
位
民
児
協
会
長
４

名
を
主
体
と
し
、
さ
ら
に
経
験
年
数
の

長
い
４
名
の
会
長
を
加
え
、
計
８
名
で

構
成
さ
れ
ま
し
た
。
新
任
会
長
を
メ
ン

バ
ー
に
入
れ
る
こ
と
で
、
一
般
市
民
の

目
線
に
よ
り
近
い
発
想
で
Ｐ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
活
動
に
は
仕
掛
け
が
必
要

　
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
で
は
、
令
和
５
年
の
10

月
に
小
田
原
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

の
パ
ネ
ル
展
を
初
め
て
実
施
し
ま
し

た
。
浮
世
絵
の
団
十
郎
達
を
モ
チ
ー
フ

に
、
民
生
委
員
の
や
り
が
い
や
魅
力
を

伝
え
る
縦
２
メ
ー
ト
ル
、
横
３
メ
ー
ト

ル
の
巨
大
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
効
果
的
に
民
生
委
員
の
魅
力
を
発
信

す
る
に
は
「
パ
ッ
と
見
て
関
心
を
引
く

仕
掛
け
が
必
要
」と
考
え
、ま
さ
に「
何

こ
れ
？
」
と
立
ち
止
ま
っ
て
見
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
あ

る
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
い
ま
す
。
遠
く

自
己
満
足
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で

終
わ
っ
て
い
な
い
か

　
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
際
は
、
自
己
満
足

に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
、
誰
に
向
け

て
何
を
伝
え
る
か
（
５
Ｗ
１
Ｈ
）
を
明

確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
に
合
わ

せ
た
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
を
考
え
て
い
く
こ
と

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
い
く
上

で
は
、
行
政
や
社
協
等
の
関
係
機
関
の

力
を
借
り
な
が
ら
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。民
生
委
員
の
視
点
か
ら
、

民
生
委
員
の
魅
力
を
伝
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
関
係
機
関
の
視
点
か
ら
民
生
委

員
活
動
の
役
割
や
大
切
さ
を
語
っ
て
も

ら
い
、
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
や
っ
て
み
よ
う
」に
つ
な
が
る

た
く
さ
ん
の
種
を
ま
く

　
岡
田
会
長
は
今
後
に
向
け
て
、
ま
ず

は
、「
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
で
作
成
し
た
パ
ネ

ル
を
公
共
施
設
や
学
校
等
、
様
々
な
場

所
に
展
示
し
て
、
多
く
の
方
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
」と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
斉
改
選
等
の
将
来
に
向
け
て
、「
候

補
者
と
し
て
声
を
か
け
ら
れ
た
時
の
判

断
材
料
と
し
て
、
民
生
委
員
を
知
っ
て

も
ら
う
た
く
さ
ん
の
種
を
ま
い
て
い
き

市町村民児協発
活動研究レポートN0.51

か
ら
見
て
気
に
な
っ
た
と
見
に
来
た
方

と
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
話
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
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PRチームのみなさん
和気あいあいとした雰囲気で、個性豊かなメンバーが真剣に、

時には笑い合いながら話し合っています。



民生委員として成長していく姿を恐竜で表現した楽しい展示です。縦約1.4m、横約５mの迫力ある
パネルになっています。小田原にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。
展示日時：令和６年３月21日（木）～４月４日（木）
展示場所：小田原三の丸ホール【１Fギャラリー回廊】（小田原駅東口・徒歩13分）

●令和４年（2022年）２月号　No．1234
#02　地域を見守り支える 
　　　やってよかった民生委員・児童委員

浮世絵に続く第２弾 !!　小田原三の丸ホールでパネル展開催中

「広報おだわら」に民生委員を紹介する
記事を掲載しました

た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
事
務
局
職
員
も
Ｐ
Ｒ

チ
ー
ム
の
活
動
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
同

士
の
交
流
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
民
生
委
員
活
動
に
対

す
る
熱
く
力
強
い
想
い
を
感
じ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
民
生
委
員
を
Ｐ

Ｒ
す
る
小
田
原
市
民
児
協
で
は
、
動
画

の
作
成
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
今

後
の
取
り
組
み
も
引
き
続
き
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

（
広
報
委
員　
小
林　
美
幸
、
嶋
村　

真
由
美
、
宮
﨑　
進
）

効果的な広報活動の
　　　　　探求・取組みを
　2022年の民生委員一斉改選では、全国の欠員が
約14,800人に上り、改選時点欠員としては戦後最
多となりました。都市部への人口集中に伴う定数の
増加傾向が続く一方、高齢化や無縁社会化の進展に
伴い人材確保が困難化しており、全国的にみても民
生委員のなり手確保が喫緊の課題となっています。
その中でも民生委員活動を広く住民に知ってもら
うための「広報活動」は、様々な形や方法で各地の民
児協において取り組まれているところです。小田原
市民児協においても「PRチーム」を編成し、「民生委
員の魅力発信」を「自己満足にならないよう心がけ」
つつパネル展示や連携活動の中で推進されており、
非常に大切な取り組みであると思います。
　さて、2022年に全国1万人を対象に全民児連が
実施した意識調査では、民生委員を知っている割合

は64％だったものの、役割や内容まで知っている
人は5.4％にとどまっていました。また、民生委員の
認知度は年齢層に比例していました。さらに、「将来
的に民生委員になってみたいか」との問いには、10
～20代が約25％と全世代で最も高く、30～40代
も約2割が肯定的回答でした。
　つまり、民生委員の広報にあたっては、「役割や内
容に踏み込んだ情報」を「若い世代の人たちに響く
よう」発信していくことで、担い手確保に効果があ
ると考えられます。社会的にも意義深く、大変では
ありながらもやりがい感や達成感を得られる民生
委員活動の魅力発信を、他の市区町村民児協におい
てもぜひ工夫して取り組んでいただき、相互に実践
交流を重ねながら、より効果のある広報の方法を見
出していただければと思います。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

駒澤大学文学部社会学科
教授 川上 富雄 さん

●令和５年（2023年）12月号　No．1256
#05 民生委員・児童委員になろう
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う
な
機
会
に
な
っ
て
い
る
」と
あ
い
ち

ゃ
ん
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
ち
ゃ
ん
サ
ー
ビ
ス
で
は
、作
業
だ

け
で
は
な
く
、利
用
者
さ
ん
と
の
会
話
の

時
間
も
大
事
し
て
い
ま
す
。「
活
動
を
通

し
て
、利
用
者
さ
ん
と
気
持
ち
が
通
じ

合
え
て
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
て
く
こ
と

が
何
よ
り
嬉
し
い
」と
石
井
さ
ん
は
柔

ら
か
な
表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
を

地
域
で
解
決
し
て
い
く
た
め
に

　
現
役
の
民
生
委
員
で
あ
り
な
が
ら
、

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
相
川
さ

ん
。民
生
委
員
は
、地
域
住
民
か
ら
様
々

な
こ
と
を
お
願
い
さ
れ
て
も
対
応
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

時
、「
お
願
い
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

で
き
な
い
と
言
い
続
け
る
の
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
あ
い
ち
ゃ
ん
サ
ー
ビ
ス

や
他
団
体
に
つ
な
ぐ
。民
生
委
員
と
し

て
、つ
な
ぎ
役
を
果
す
こ
と
が
大
事
」と

住
民
と
の
信
頼
関
係
を
保
ち
な
が
ら
も
、

民
生
委
員
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
た

め
の
工
夫
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

柔
ら
か
で
温
か
い
気
持
ち
を
大
事
に

　
今
後
に
向
け
て
、「
困
り
ご
と
を
抱
え

た
人
が
飛
躍
的
に
増
え
る
が
、そ
れ
に

対
応
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
確
保
で
き

る
か
が
課
題
」と
石
井
さ
ん
は
言
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、一
般
町
民
が
活
動

に
賛
同
し
、サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く

れ
る
か
が
鍵
だ
そ
う
で
す
。ま
た
、現
在
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
な
い
移
動
支
援
に
つ

い
て
の
要
望
が
あ
る
が
運
転
手
が
い
な

い
等
、対
応
す
べ
き
課
題
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
地
域
課
題
が
複
雑
・
多
様
化
す
る
中

で
、民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。み
な
さ
ん
の
地
域
で
も
、行

政
や
地
域
の
理
解
者
、協
力
者
と
連
携

す
る
こ
と
の
大
切
さ
等
に
つ
い
て
、考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
広
報
委
員　
菅
重
男
、守
屋
孝
幸
）

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト

町
民
み
ん
な
で
助
け
合
え
る
地
域
を

目
指
し
て

　
愛
川
町
内
の
高
齢
化
率
が
上
昇
し
、

２
０
２
５
年
よ
り
加
速
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、身
体
機
能
の
衰
え
に
よ
り

日
常
生
活
に
不
自
由
が
生
じ
る
高
齢
者

の
方
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体「
あ
い
ち
ゃ
ん
サ
ー
ビ
ス
」を

令
和
４
年
７
月
、元
愛
川
町
民
児
協
会

長
の
石
井
さ
ん
が
中
心
と
な
り
設
立
し

ま
し
た
。

　
あ
い
ち
ゃ
ん
サ
ー
ビ
ス
は
、13
名
の

運
営
委
員
と
46
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

な
り
、46
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
う
ち
、17

名
が
現・元
民
生
委
員
で
す
。そ
の
ほ
か
、

元
教
員
や
元
保
育
士
等
が
６
名
、町
会

議
員
等
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。サ
ー
ビ
ス
内
容
は
21
項
目
あ
り
、基

本
料
金
は
１
回
１
時
間
３
０
０
円
で
す
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
し
た
の
は
、「
料

金
の
支
払
い
が
あ
っ
た
方
が
頼
み
や
す

く
、申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
割

り
切
る
た
め
」と
代
表
の
石
井
さ
ん
は
、

利
用
者
の
立
場
に
な
り
考
え
ま
す
。そ

の
甲
斐
あ
っ
て
か
、令
和
５
年
４
月
１

日
〜
12
月
27
日
ま
で
に
２
９
８
件
の
依

頼
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で

も
、買
い
物
代
行
が
93
件
と
一
番
多
く
、

続
い
て
草
取
り
が
63
件
、窓
ガ
ラ
ス・室

内
清
掃
が
19
件
と
続
き
ま
す
。

単
な
る
作
業
だ
け
で
は
な
い

利
用
者
と
の
心
通
う
時
間
を
大
事
に

　
主
任
児
童
委
員
を
４
期
務
め
た
経
験

が
あ
る
副
代
表
の
引
木
さ
ん
は
、社
会

参
加
が
で
き
な
い
高
齢
者
が
い
る
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も「
利
用
者
さ

ん
の
要
望
を
叶
え
る
こ
と
で
健
康
寿
命

が
延
び
た
り
、ち
ょ
っ
と
身
体
が
動
く

よ
う
に
な
っ
た
り
、心
が
晴
れ
る
こ
と

で
、明
る
く
生
き
る
気
力
を
持
て
る
よ

愛
川
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
あ
い
ち
ゃ
ん
サ
ー
ビ
ス
」
の
紹
介

ひと
ネットワーク

℡  
：
０
９
０-

８
３
６
４-

２
１
１
１

あ
い
ち
ゃ
ん
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

6
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庭掃除の様子
サポーター自身の健康第一。やってあげるではなく、
やらせていただく気持ちを持って活動しています。

「町や社協の支援を受けながら、これからも細く長く、
困っている人の力になりたい」と大切にしている

想いを語る代表の石井さん。



第
92
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

の
ご
報
告

11
月
21
日（
火
）〜
22
日（
水
）の
２
日

間
、
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

に
県
民
児
協
か
ら
理
事
、
受
賞
者
、
事

務
局
を
含
め
16
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
に
て
式
典
、
表
彰
式
、
特
別
講
義
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
三
觜
会
長
を
は
じ
め
、
藤

沢
市
湘
南
大
庭
地
区
民
児
協
、
座
間
市

第
四
地
区
民
児
協
、
受
章
者
の
皆
様
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

特
別
講
義
に
は「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」を
制
作
さ

れ
た
信
友
直
子
氏
が
登
壇
し
、「
ほ
ど
よ

く
ゆ
る
く
、ま
ぁ
ー
る
く
つ
な
が
る
地

域
の
か
た
ち
」と
題
し
た
講
演
で
、映
画

で
は
描
き
切
れ
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
た
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
お
母

様
は
残
念
な
が
ら
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
が
、
お
父
様
は
103
歳
に
な
り
、

現
在
も
お
元
気
で
暮
ら
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
あ
る
時
、
ご
近
所
の
方
に

庭
木
の
剪
定
を
し
て
い
た
だ
き
、
お
礼

を
持
っ
て
い
っ
た
時
に
「
そ
ん
な
も
の

を
貰
い
た
く
て
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。

恩
返
し
を
し
た
い
な
ら
、
次
の
困
っ
て

い
る
方
に
恩
送
り
を
し
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
そ
う
で
す
。
や
は
り
近
所
の
方

同
士
で
助
け
合
う「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

の
精
神
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
は
、
地
域
の
民
生
委
員
の
方

に
お
世
話
に
な
り
、
自
分
も
民
生
委
員

に
な
っ
て
恩
返
し（
恩
送
り
）を
し
た
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
民
生
委

員
に
と
っ
て
最
高
の
言
葉
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
対
象
者
の
ご
家
族
か

ら
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活

動
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
日
目
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
た

な
子
ど
も
政
策
と
こ
れ
か
ら
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
お
い
て
、

い
か
に
子
ど
も
の
成
長
を
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
の
か
様
々
な
視
点
か
ら
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
親
が
い
な
く
て
も
子
は
育
つ
」
と

い
う
親
代
わ
り
の
文
化
が
、現
在
は「
親

が
い
て
も
子
は
育
た
な
い
」
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
、

子
育
て
の
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
た

と
思
い
ま
し
た
。「
生
ま
れ
た
時
か
ら

の
非
行
児
や
犯
罪
者
は
い
な
い
」、「
子

ど
も
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
誰
と
出

会
っ
た
か
で
、
そ
の
後
の
人
生
が
変
わ

る
」
と
聞
き
、
地
域
の
子
ど
も
に
問
題

が
生
じ
た
と
き
に
支
援
す
る
の
で
は
な

く
、
登
校
の
見
守
り
な
ど
を
通
し
て
普

段
か
ら
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
指
導
者
で
は
な
く
支
援
者

に
な
る
、
方
法
を
間
違
え
れ
ば
見
守
り

が
監
視
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
全
国

大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
だ
け
成
長

で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
開
成
町
民
児
協
会
長　
瀬
戸　
俊
彦
）

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
県
民
児
協
だ
よ
り
第
156
号
で
は
、
民

生
委
員
活
動
を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
、
二
つ
の
取
り
組
み
を
掲
載

し
て
ま
す
。

　
小
田
原
市
民
児
協
で
は
、
全
民
児
協

が
苦
労
し
て
い
る
民
生
委
員
の
な
り
手

確
保
に
向
け
た
対
策
と
し
て
Ｐ
Ｒ
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、「
民
生
委
員
を
知
っ
て
も

ら
う
」
た
め
の
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
ま
す
。工
夫
し
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
親
睦
の
深
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
愛
川
町
で
は
、
元
民
生
委
員
が
高
齢

者
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
住
民

主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
設
立
。

高
齢
者
の
方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
つ
な
ぐ
役
目
が
大
事
で
あ
る
と
改
め

て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
二
つ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
根

差
し
た
問
題
提
起
だ
け
で
は
無
く
、
自

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
て
活
動
す
る
と

い
う
行
動
力
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
の
役
割
や
大
切
さ
、
地
域

内
で
の
対
応
す
べ
き
課
題
に
取
り
組
む

姿
勢
な
ど
活
動
の
参
考
と
し
て
一
読
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
委
員　
齋
藤　
啓
子
）

編
集
雑
感
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参加された理事と優良民児協会長
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三
方
が
海
で
、温
暖
な
半
島
先
端
の
三
浦
市
民

児
協
で
は
、「
ほ
っ
と
＊
ハ
ー
ト
」活
動
を
令
和
５

年
10
月
よ
り
再
開
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
達
に
息
抜
き
の
場
を
提
供
し
よ
う
と

平
成
18
年
に
立
ち
上
げ
た
子
育
て
サ
ロ
ン
で
す
。

コ
ロ
ナ
過
で
３
年
半
程
お
休
み
し
ま
し
た
。

　
月
１
回
お
母
さ
ん

と
乳
幼
児
を
受
け
入

れ
、乳
幼
児
は
主
任

児
童
委
員（
ベ
テ
ラ

ン
マ
マ
）が
面
倒
を
見

て
、お
母
さ
ん
は
そ
の

時
間
、子
育
て
の
苦

労
を
、お
茶
を
呑
み

な
が
ら
話
し
合
う
情

報
交
換
の
場
で
す
。

　
市
子
ど
も
課
の
保
健
師
さ
ん
か
ら
新
生
児
誕
生

の
報
告
と
訪
問
承
諾
を
受
け
、主
任
児
童
委
員
が

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
一
緒
に
新
生
児
の
家
庭

を
訪
問
す
る「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」の
時
、「
ほ
っ
と
＊

ハ
ー
ト
」の
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。来
場
さ
れ
た

お
母
さ
ん
は
そ
の
情
報
を
き
っ
か
け
に
参
加
さ
れ

た
と
言
い
ま
す
。

　
会
長
の
笹
谷
さ
ん
は
、17
年
前
の
立
ち
上
げ
時

を
振
り
返
り
、「
１
回
目
は
予
想
を
超
え
る
42
組
の

親
子
が
参
加
さ
れ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
」と
、

様
々
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
、笑
っ
て
お
話
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も「
ほ
っ
と
＊
ハ
ー
ト
」活
動
、

皆
で
協
力
し
事
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、私
た
ち
大
磯
町
民
児
協
メ
ン
バ
ー
は

葉
山
町
を
訪
れ
、葉
山
町
民
児
協
の
皆
さ
ん
と
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
人
口・地
形・立
地
等
良
く
似
た
２
つ
の
町
は
抱
え

る
課
題
に
も
多
く
の
共
通
点
が
あ
り「
防
災
」「
高
齢

者・子
ど
も・子
育
て
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
」「
民
生

委
員
の
な
り
手
不
足
」等
、様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

「
防
災
」で
は
要
支
援
者
を
ど
の
様
に
支
え
た
ら
よ

い
の
か
、「
な
り
手
不
足
」で
は
も
っ
と
民
生
委
員
の

や
り
が
い
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、現
役
世
代
が
参
加
し

や
す
い
様
な
仕
組
み
を
作
る
等
の
意
見
が
出
ま
し

た
。他
に
も
若
い
世
代
に
民
生
委
員
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
で
あ
る「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」事
業
や「
子
ど

も
見
守
り
活
動
」な
ど
多
く
の
事
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
様
な
他
民
児
協
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
は
、自

身
の
活
動
を
振
り
返
り
、改
善
し
て
い
く
た
め
に
大
き
な

刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
多
く
の
仲

間
が
日
々
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、自
分

も
も
っ
と
頑
張
ろ
う
！

と
新
た
な
気
持
ち
に
な

れ
た
こ
と
が
一
番
の
収

穫
で
し
た
。ま
た
他
の

民
児
協
の
皆
さ
ん
と
も

是
非
交
流
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
松
田
町
民
児
協
で
は
災
害
に
備
え
る
取
り
組
み

と
し
て
研
修
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
12
月
13
日
に
松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
調
理
室
で
松
田
町
職
員
管
理
栄
養
士
佐
藤
明

美
さ
ん
に
よ
る「
家
庭
で
備
え
る
も
し
も
ご
は
ん
」

を
テ
ー
マ
に
日
頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
な
理
由・災

害
食
と
は・備
蓄
食
品
を
使
っ
た
調
理
方
法・役
立

つ
日
用
品
に
つ
い
て
の
説
明
と
災
害
食
の
調
理
試

食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
バ
ン
ダ
ナ・マ
ス
ク・エ

プ
ロ
ン
を
着
用
し
た
30
名

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
事
務
局
職
員
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。佐
藤
さ
ん

の
簡
潔
明
瞭
な
説
明
に
う

な
ず
か
れ
、配
布
資
料
に

説
明
内
容
を
記
入
さ
れ
る

人
が
多
く
、参
加
者
の
研

修
に
対
す
る
真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
、災
害
食
は
空
腹
を

満
た
す
た
め
で
は
な
く
免
疫
力
を
高
め
る
食
材
・

日
常
に
近
い
食
事
が
で
き
る
食
品
や
電
気・ガ
ス・

水
道
の
供
給
が
遮
断
さ
れ
て
も
温
か
い
美
味
し
い

食
事
が
で
き
る
食
品
や
調
理
用
品
を
備
え
て
置
く

必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。参
加
者
は
９
班
に
分

か
れ
三
大
栄
養
素
を
取
り
入
れ
た
災
害
食
レ
シ
ピ

を
参
考
に
調
理・試
食
し
、簡
単
で
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
備
蓄
食
品
や
調
理
方
法
に
驚
か
れ
て
い
ま

し
た
。

「
ほ
っ
と
＊
ハ
ー
ト
」
活
動
再
開

委
員
同
士
の
交
流
を
通
じ
て

空
腹
を
満
た
す
だ
け
で
な
い

災
害
食

通
信
員

山
岸
　
義
明

通
信
員

小
島
　
美
奈

通
信
員

守
屋
　
孝
幸
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サロンに参加された親子

調理器具・食材を前に調理方法を聴く参加者

活動に対するモチベーションが向上する
契機となりました




